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機能性食品と健康増進作用に関す
る国際会議(ICoFF2007: International
Conference on Food Factors for
Health Promotion)を下記の要項で開
催します。本国際会議は JSoFFを基
盤学会として４年に１回開催される
ものです。第１回(大澤俊彦会長、浜
松： 1995)、第２回(大東肇会長、京
都： 1999)、第３回(荒井綜一会長、
東京： 2003)を経て、今年は京都に
て、吉川敏一会長が開催いたします。
なお、本大会は第 12回 JSoFF大会を
兼ねていますので、会員の皆様は是
非ご参加下さるようお願いします。
すでに、参加・演題のオンライン登
録が始まっています。会議 H P
(http://www.ICoFF2007.com/)をご
覧ください。
大会講演の初日(11月 28日)は第３

回ポリフェノールと健康国際会議
(3rd International Conference on
Polyphenols and Health: ICPH2007)
との合同開催です。この 28日のみ、
ICoFFでも ICPHでも、いずれの登
録からでも講演会・シンポジウムに
参加できます。両会議ともに参加さ
れる場合は、参加費割引があります
ので、是非両会議にご参加ください。
また、会期中には第３回秋季国際食
品素材 /添加物展 ( i f i a / H F E
Kyoto2007)が同じ会場で催され、さ
まざまな機能性食品素材の情報を得
る機会もございます。

ICoFF/ICPH合同開催 28日の招待
講演者には A. Waterhouse (Univ.
Davis), K. Abe (Univ. Tokyo), Y-J. Surh
(Seoul Univ.), B. Halliwell (Univ. Singa-
pore), A. Scalbert (INRA), C-S.
Yang (Ratgers Univ.), G. Williamson
(Nestle), K. Umegaki (NIHN), C. Keen
(Univ. Davis)が予定されています。

機能性食品と健康増進作用に関
する国際会議(ICoFF2007: In-
ternational Conference on
Food Factors for Health Pro-
motion)

会期 11月 27日(火)～ 12月１日(土)
会長 吉川敏一(京都府立医科大学大
学院・教授)
会場 国際京都国際会館
〒606-0001京都市左京区宝ヶ池
http://www.icckyoto.or.jp/
事務局 ICoFF2007
㈱イーサイドコンベンション事務局
〒 602-0855 京都市上京区河原町通荒
神口下ル西側　安田ビル 3F
TEL  075-213-7058
FAX  075-213-7058
E-mail： icoff2007-office@e-side.co.jp
HP：http://www.ICoFF2007.com

第３回ポリフェノールと健康国
際会議(3rd International Con-
ference on Polyphenols and
Health: ICPH2007)

会期 11月25日(日)～12月28日(水)
会長 寺尾純二(徳島大学大学院・教授)
会場 国際京都国際会館
〒 606-0001 京都市左京区宝ヶ池
http://www.icckyoto.or.jp
事務局 ICPH2007
㈱イーサイドコンベンション事務局
〒 602-0855 京都市上京区河原町通荒
神口下ル西側　安田ビル 2F
TEL  075-213-7058
FAX  075-213-7058
E-mail： icph2007-office@e-side.co.jp
HP：http://icph2007.umin.jp

第３回秋季国際食品素材/添加
物展(ifia/HFE Kyoto2007)

会期 11月 28日～11月 30日
会場 国際京都国際会館
〒606-0001 京都市左京区宝ヶ池
http://www.icckyoto.or.jp/
HP：http://www.ifiajapan.com/jp/
kyoto/outline/index.html

ICoFF2007、ICPHの会議情報は
HPで順次ご案内いたします。
演題登録はHP上オンラインでの

み受け付けます。締め切りは 6月 30
日です。また、Young Investigator
Awardを設けていますので、HPを
確認ください。

ILSI Japan栄養とエイジング国際シ
ンポジウムが、10月31日と11月1日
に、東京都渋谷区の国際連合大学の
ウ・タント国際会議場で開催される
予定です。また、その翌日 11月 2日
にサテライトシンポジウム「食品の
摂取上限の考え方」が開催されます。

がん予防機構研究の第一人者の
Prof. B.B. Aggarwalが 2nd Interna-
tional Symposium on Translational
Cancer Research Natural Products
and Cancerを、12月 9日から 12日に、
インドの Lonavalaで開催いたしま
す。この会場は Mumbai(昔のボンベ
イ)の近くのリゾート地です。ご参加
ください。
http://translationalcancerresearch.org/
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ICoFF2007参加登録費
 事前登録 9/1以降および
 (8/31まで) 当日登録
一　般 40,000 50,000
学　生 15,000 20,000
同伴者 10,000 10,000
ICoFF/ICPHダブル参加者(8/31まで)
一般　50,000(事前登録のみ)
学生　18,000(事前登録のみ)
ICoFFの参加登録費にはバンケットの
分が含まれます。

ICPH2007参加登録費
 事前登録 9／1以降および
 (8／31まで) 当日登録
一　般 30,000 40,000
学　生 8,000 10,000
同伴者 5,000 10,000

ICoFF/ICPHダブル参加者(8/31まで)
一般　50,000(事前登録のみ)
学生　18,000(事前登録のみ)
ICPH2007の参加登録費にバンケット
は含まれません。別個に必要です。


